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～～～～JaSST’11 JaSST’11 JaSST’11 JaSST’11 東海東海東海東海 テストテストテストテスト設計設計設計設計コンテストコンテストコンテストコンテスト～～～～

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

＜要求仕様書-01＞　　　

話題沸騰ポット要求仕様

書（オリジナル）

テスト対

象の理解

A) ３色ボールペン　

マインドマップ

スープカ

レー検討

テスト向け機

能一覧検討
B) スープカレー
検討表

要求仕様書

指摘表

テスト技法

での検討

C) テスト技法

検討結果

D) テスト向け

機能一覧

要求仕様

書の改定

＜要求仕様書-02＞　　　
話題沸騰ポット要求仕様

書（改訂版）

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析＆＆＆＆修正修正修正修正
フェーズフェーズフェーズフェーズののののPFD

A) A) A) A) ３３３３色色色色ボールペンボールペンボールペンボールペン
指摘指摘指摘指摘

B) B) B) B) スープスープスープスープ
カレーカレーカレーカレー風検討風検討風検討風検討

D) D) D) D) テストテストテストテスト向向向向けけけけ
機能一覧機能一覧機能一覧機能一覧のののの検討検討検討検討

C) C) C) C) テストテストテストテスト
技法技法技法技法でででで検討検討検討検討

要求仕様書の
仕様一覧

新しい要求仕様書の
仕様一覧（改訂版）

ＩＥＥＥＩＥＥＥＩＥＥＥＩＥＥＥ８２９８２９８２９８２９ベースベースベースベースのののの章立章立章立章立てててて

1.1.1.1.概要概要概要概要
2.2.2.2.参考文献参考文献参考文献参考文献
3.3.3.3.用語集用語集用語集用語集
4.4.4.4.テストアイテムテストアイテムテストアイテムテストアイテム
5.5.5.5.テストテストテストテスト分析分析分析分析

（（（（テストテストテストテストするするするする機能機能機能機能、、、、 しないしないしないしない機能機能機能機能））））
6.6.6.6.アプローチアプローチアプローチアプローチ
7.7.7.7.テストテストテストテスト項目項目項目項目のののの合否合否合否合否

及及及及びびびび中止判断基準中止判断基準中止判断基準中止判断基準
8.8.8.8.テストテストテストテスト成果物成果物成果物成果物
9.9.9.9.テストタスクテストタスクテストタスクテストタスク
10.10.10.10.環境条件環境条件環境条件環境条件
11.11.11.11.スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール
12.12.12.12.リスクリスクリスクリスクとととと対策対策対策対策
13.13.13.13.承認承認承認承認

■■■■仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析＆＆＆＆修正修正修正修正 ■■■■テストテストテストテスト計画計画計画計画

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正
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テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

機能一覧機能一覧機能一覧機能一覧 テストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリ

①「マインドマップ」

②ISO9126による不足検討

要求仕修正VerのUSDM

““““テストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリ”
テストテストテストテスト分析分析分析分析マトリクスマトリクスマトリクスマトリクス

＜＜＜＜対要求対要求対要求対要求：：：：テストテストテストテスト分析分析分析分析マトリクスマトリクスマトリクスマトリクス＞＞＞＞
USDM仕様書の““““要求要求要求要求””””項目に対して、
各テストカテゴリに相当するテスト項目を記載。(同様に対仕様対仕様対仕様対仕様についても作成！)

““““要求要求要求要求””””

要求
仕様書

テストカテゴリ

テ
ス
ト
分
析

分析検討分析検討分析検討分析検討によるによるによるによる発散発散発散発散

テスト設計書に
て集約させた
試験確認項目

テスト手順書に
て集約させた
試験実施項目

テスト分析
マトリクスで
導出される
テストすべき

項目

試験時試験時試験時試験時にはにはにはには収束収束収束収束へへへへ

ゆもつよゆもつよゆもつよゆもつよマトリクスマトリクスマトリクスマトリクス 集約表集約表集約表集約表

…
… …

■■■■テストテストテストテスト分析分析分析分析 ■■■■テストテストテストテスト設計設計設計設計

テストテストテストテスト分析分析分析分析マトリクスマトリクスマトリクスマトリクス 集約管理表集約管理表集約管理表集約管理表

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正
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PFD

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正
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PFD

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析＆＆＆＆修正修正修正修正

テストテストテストテスト分析分析分析分析 テストテストテストテスト設計設計設計設計
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テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

০मؚॸ५ॺभু১ृઅइ্दؚ৫पु
ॸ५ॺपु૽য়णेअपல॑ৄઉखथाेअآ
धઅइथाऽखञ؛

要求仕様書
（（（（第第第第7777版版版版））））

要求仕様書
（（（（第第第第8888版版版版（（（（仮仮仮仮））））））））

A) A) A) A) ３３３３色色色色ボールペンボールペンボールペンボールペン
指摘指摘指摘指摘

B) B) B) B) スープカレースープカレースープカレースープカレー風風風風
検討検討検討検討

D) D) D) D) テストテストテストテスト向向向向けけけけ機能機能機能機能
一覧一覧一覧一覧のののの検討検討検討検討

C) C) C) C) テストテストテストテスト技法技法技法技法でででで
検討検討検討検討

テストもやりやすい！？と思う
第第第第8版版版版（（（（仮仮仮仮））））を作ってみました。

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正
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do / 温度制御行為をしない
entry / 保温ランプ、沸騰ランプ共に消灯。サーミスタの温度を表示しない。

アイドル

include / 沸騰行為

沸騰行為

【3章：条件1】
蓋センサON＆
水位センサに

ONが存在

【3章：条件2】

蓋センサOFF＆
全ての水位　　
センサがOFF

include / 保温行為

保温行為

【3章：条件2】

蓋センサOFF＆
全ての水位　　
センサがOFF

沸騰ボタン押下

エラー状態

エラーを検知　　　　
※条件は【5章：エラー

検知.】に別途記載

エラーを検知　　　　　

※条件は【5章：エラー
検知.】に別途記載

カルキ抜き完了

章 タイトル 同値分割、境界値分析 ドメイン分析（CEG/CFD） 状態遷移 性能 ユーザビリティ、保守

同値分割、境界値分析の
技法を用いるべき点を抽
出

ドメイン分析を用いてロジッ
クを明確にすべき点を抽出

状態遷移が必要な章
を記載する。

時間性能、精度、システ
ム性能を中心に検討不足
が存在している部分を記
載

ユーザビリティや保守
に必要な点が抜けて
いる場合指摘として記
載

1.1 外観
内部構成 ポンプの出力性能

ヒータの出力
消費電力は？

1.2 操作パネル部

2.1 コンセント なし なし 最も大きな階層の状
態として、利用付加状
態と利用可能状態を
追加。利用可能状態
は内部でサブ状態とし
てアイドル、沸騰行
為、保温行為など既
存の状態を保持す
る。

利用可能状態に遷移する
までの時間性能を追記。
コンセントを接続してから
のアイドルへの遷移時間
が記載されていないの
で、「3秒」とする。
→３．３項、９．１項と関
連。

なし

2.2 蓋 なし 蓋センサON/OFF検出時
間、水位センサと状態遷移
の関係をCEGTestを用いて
見える化。

｢開｣「閉」状態間の遷
移。遷移イベントは条
件が複数あるためドメ
イン分析を実施。

なし なし

2.3 沸騰ボタン なし 沸騰ボタン押下に伴う沸騰
行為状態への遷移ロジック
をCEGTestを用いて見える
化。

沸騰ボタン押下に伴う
状態遷移を明記する

なし 沸騰ボタンはボタンとし
てユーザビリティ、保守
を検討する。
沸騰行為は3.1にて検
討する

説明
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3.温度制御行為4.温度制御方式

沸騰行為をやめる3条件

4章での記載が不足

パネル表示の桁数？三桁だよね？

4章参照かな？

3.1 沸騰行為

保温行為をやめる4条件

パネル表示の桁数？三桁だよね？

制御方式共通

テーブルの固定値妥当性は？

なぜ表示しない？

沸騰後の３分（カルキ抜き）の根拠は？

四捨五入で整数

3.2 保温行為

制御周期の分解能は？

保温ランプ点灯→沸騰ランプ消灯

沸騰行為を止めたあとの繊維先が不明確。どこいくねん！

操作量は、周期時間中のヒータON時間の割合を％で示す

沸騰までの時間、保温までの時間（性能要求が必要）

目標温度に達しない場合、永遠に制御し続ける？

蓋を閉じて温度測定が必要、制御実施状態を確認が必要

サーミスタ100℃　→　さらに3分加熱

どれくらいの時間でモード移行するか？

治具などが必要

この方式を確認する方法を確立しなければいけない？

PID制御方式

3分間の根拠は？

操作量０㌫

温度測定が困難

保温行為を止めたあとの繊維先が不明確。どこいくねん！

温度の精度を記載してあるほうがよい

保温モード変更時に対象のモード温度に変更するか？

カルキ抜き完了→沸騰行為終了、保温

保温ボタンがない

PIDの制御量を予めテーブル化して使用

温度のムラはないか？サーミスタの場所、方法は適切化？

容量の記載がない

特にミルクモードへの遷移が致命的

どのケースでどの制御方式を適用する？

PID制御方式

四捨五入で整数

各係数をきちんと定義（可変の場合は条件も）

水位センサについては不要か？

目標温度ON/OFF方式

最終的に加熱をやめたことの確認は？どうする？

蓋ON⇒沸騰状態（温度表示）⇒水位センサ全てOFF⇒アイドルへの遷移（温度表示せず）を繰り返す状態が発生する。

3分間加熱中の過熱停止条件

アイドルになるまでの性能要求

周期時間？

一度沸騰しないとこのモードに遷移しない

すべての水位センサOFF条件は、
1つの水位センサがONになった場合に満足されない。危険！！

表示窓にはサーミスタ温度

テーブル方式は未使用？

上限は？100℃以上もありうる？

必要なスペックの記載がないため、要求仕様書へ反映が必要！！！！！

表示窓にはサーミスタの温度

試験方法

すべての水位センサOFF条件は、

1つの水位センサがONになった場合に満足されない。危険！！

沸騰ランプ点灯→保温ランプ消灯

沸騰行為はON/OFF制御、保温行為はPID制御 温度のムラはないか？サーミスタの場所、方法は適切化？

制御式で、その周期の制御量⊿M（％）を算出して使用

コンセントを繋いですぐ・・・

沸点が100℃でない場所では永遠と加熱が終わらない？

（温度制御テーブル方式）

H/Wレベルの個体差をパラメータで吸収

上限は？100℃以上もありうる？

水量、外気温などによってテーブル入れ替えは不要？

この方式を確認する方法を確立しなければいけない？

アイドル中止判断

温度表示が点滅するが？

温度が低ければ100％、高ければ0％

さらに蓋を閉じている状態だと思うのではじめの状態を明確に

他状態へ遷移する条件が蓋センサonだけだが他には？

3.3 アイドル

エラー状態からの復帰はどのようにするのか？

目標温度ON/OFF方式

表示窓

100%と0%のみ使用

沸騰状態になってもすぐ中止するのか？

温度の振れ幅に規格はある？

話題沸騰話題沸騰話題沸騰話題沸騰ポットポットポットポット

３３３３～～～～４４４４章章章章

傾向：
状態遷移状態遷移状態遷移状態遷移がががが分分分分かりづらいかりづらいかりづらいかりづらい
条件条件条件条件、、、、ロジックロジックロジックロジックがががが分分分分かりづらいかりづらいかりづらいかりづらい

A) 3色色色色ボールペンボールペンボールペンボールペン法法法法をををを用用用用いたいたいたいた仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析・・・・傾向把握傾向把握傾向把握傾向把握
マインドマップ化することで、「「「「仕様仕様仕様仕様のののの傾向傾向傾向傾向」」」」を把握しました。

B) スープカレースープカレースープカレースープカレー表表表表をををを参考参考参考参考にしたにしたにしたにした一覧表一覧表一覧表一覧表でででで、、、、仕様傾向仕様傾向仕様傾向仕様傾向をををを見見見見えるえるえるえる化化化化

仕様書仕様書仕様書仕様書のののの何処何処何処何処にににに不明点不明点不明点不明点がががが存在存在存在存在しているかしているかしているかしているか？？？？を明らかにしました。

C) テストテストテストテスト技法技法技法技法をををを用用用用いていていていて、、、、不明点不明点不明点不明点をををを明確化明確化明確化明確化
・原因結果グラフ
・状態遷移図（表）
を用いて、テストテストテストテスト可能可能可能可能ななななレベルレベルレベルレベルまでまでまでまで
仕様仕様仕様仕様のののの記載内容記載内容記載内容記載内容をををを強化強化強化強化しました。

スープカレー表を参考にした一覧表を用いて、「同値分割、境界値分析」
「ドメイン分析（CEG/CFD）」、「状態遷移」を行見出しで検討。

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

※※※※各用語各用語各用語各用語についてはについてはについてはについては、、、、最終最終最終最終ページページページページにににに引用元参考引用元参考引用元参考引用元参考データデータデータデータをまとめておりますをまとめておりますをまとめておりますをまとめております。。。。



外部・ハードウェア

温度制御

保温・沸騰

ロック

タイマ

表示・通知

操作

パネル

タイマ時間

ランプ
沸騰/保温

ロック

温度表示

水位

エラー検知

温度センサ異常のケースは？

温度センサが正常でヒータが壊れた状態のみ？

試験方法の検討が必要

センサ

XX分以上加熱し続けるとか

ロジックを定義して見る

氷を入れるとか

別ヒーターでの加熱とか

温度センサ

水位センサ

揺らぎの全体異常判定への影響とか

ブザー

ユーザビリティ系

蓋

取手

蓋センサ

電源OFF/ON

給湯

稼動部はOK。稼動しない部分のテストは？

繰り返し動かすテストとか

システムとして起動すること

どこからでも電源OFF→ONして起動 Nスイッチ系

起動性能

排他表示

保温モードの矢印

同値分割、境界値

ユーザビリティを見るとか、個別の意地悪試験系

沸騰

タイマ

保温設定

給湯

解除 解除とロック機能

保温ボタンなし

同時押し、連続ボタン押し

状態とボタンなどの操作の組合せデシジョンテーブル系

Nスイッチ系は関連機能について 関連状態遷移を書いてみる

性能の定義が必要

作動できる場合、停止する場合
原因結果グラフ

給湯機能自身

ボタン押した後の反応

排出する水量

反応速度

排出まで

停止まで

水を出したりとめたり、出し続けるとか

「水量」状態との組合せも実施

組み込みシステムの状態として動的に変わるものを試験する

沸騰まで、カルキ抜き

沸騰後、保温へ

目標温度ON/OFF

PID制御

ヒータの動きを見るために冶具

実際の温度を見るための冶具Bluetooth温度計

状態遷移化？

エラー判定とか

状態遷移を明確にする試験はパネルでチェック

アイドル

保温行為

沸騰行為

エラー

保温中

給湯中

加熱中

カルキ抜き中

XX中の停止条件、遷移条件のトリガpot-310-31 沸騰行為を止めるとか

正常系

準正常系イベントを明確化

状態遷移

他の機能との関係を見る必要がある

ロック中の操作

Allペア、HAYST法

時間操作

タイマ通知

状態遷移とか

精度

パタパタさせる

全般的に意地悪試験
ON/OFF繰り返し

通常使用外の使い方

データの取り方、ジッタの判定

温度範囲外の実許容範囲

固体特性

温度特性 ハードの性能、ソフトの補正

ちゃぷちゃぷ系

異常判定ロジック 原因結果グラフ

機能一覧機能一覧機能一覧機能一覧

Amagasaki Test  Club

～～～～JaSST’11 JaSST’11 JaSST’11 JaSST’11 東海東海東海東海 テストテストテストテスト設計設計設計設計コンテストコンテストコンテストコンテスト～～～～

要求仕様書
（（（（第第第第7777版版版版））））

要求仕様書
（（（（第第第第8888版版版版（（（（仮仮仮仮））））））））

水位表示 水位判定

２．８ 水位メータ

２．８ 水位メータ

水位表示

８．３ 水位判定

水位判定

例：章を分割するなどで、
テストを実施しやすくしてみました。

検討したテスト向けの
機能一覧

D) 機能一覧機能一覧機能一覧機能一覧のののの再検討再検討再検討再検討
ゆもつよメソッドでは、「対象機能」を試験向けに整理するというプロセスがあります。

「「「「試験向試験向試験向試験向けけけけ機能一覧検討結果機能一覧検討結果機能一覧検討結果機能一覧検討結果」」」」をををを、、、、仕様仕様仕様仕様へへへへ展開展開展開展開してみましたしてみましたしてみましたしてみました。。。。
この、整理した仕様からテスト分析及び設計を行う方針としてみました。

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

テスト
分析へ

7
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(1/2)

ＩＥＥＥＩＥＥＥＩＥＥＥＩＥＥＥ８２９８２９８２９８２９ベースベースベースベースのののの
章立章立章立章立てててて

1.1.1.1.概要概要概要概要
2.参考文献
3.用語集
4.4.4.4.テストアイテムテストアイテムテストアイテムテストアイテム
5.5.5.5.テストテストテストテスト分析分析分析分析

（（（（テストテストテストテストするするするする機能機能機能機能、、、、 しないしないしないしない機能機能機能機能））））

6.6.6.6.アプローチアプローチアプローチアプローチ
7.7.7.7.テストテストテストテスト項目項目項目項目のののの合否合否合否合否

及及及及びびびび中止判断基準中止判断基準中止判断基準中止判断基準
8.8.8.8.テストテストテストテスト成果物成果物成果物成果物
9.9.9.9.テストタスクテストタスクテストタスクテストタスク
10.10.10.10.環境条件環境条件環境条件環境条件
11.11.11.11.スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール
12.12.12.12.リスクリスクリスクリスクとととと対策対策対策対策
13.13.13.13.承認承認承認承認

ＩＥＥＥＩＥＥＥＩＥＥＥＩＥＥＥ８２９８２９８２９８２９

1.1.1.1.テストテストテストテスト計画書番号計画書番号計画書番号計画書番号（（（（Test plan identifierTest plan identifierTest plan identifierTest plan identifier））））

2.2.2.2.概要概要概要概要（（（（IntroductionIntroductionIntroductionIntroduction））））

3.3.3.3.テストアイテムテストアイテムテストアイテムテストアイテム（（（（Test itemsTest itemsTest itemsTest items））））

4.4.4.4.テストテストテストテストするするするする機能機能機能機能（（（（Features to be testedFeatures to be testedFeatures to be testedFeatures to be tested））））

5.5.5.5.テストテストテストテストしないしないしないしない機能機能機能機能（（（（Features not to be testedFeatures not to be testedFeatures not to be testedFeatures not to be tested））））

6.6.6.6.アプローチアプローチアプローチアプローチ（（（（ApproachApproachApproachApproach））））

7.7.7.7.テストアイテムテストアイテムテストアイテムテストアイテムのののの合否基準合否基準合否基準合否基準（（（（Item pass/fail criteriaItem pass/fail criteriaItem pass/fail criteriaItem pass/fail criteria））））

8.8.8.8.一時停止基準一時停止基準一時停止基準一時停止基準とととと再開要件再開要件再開要件再開要件（（（（Suspension criteria and resumption requirementsSuspension criteria and resumption requirementsSuspension criteria and resumption requirementsSuspension criteria and resumption requirements））））

9.9.9.9.成果物成果物成果物成果物（（（（Test deliverablesTest deliverablesTest deliverablesTest deliverables））））

10.10.10.10.テストタスクテストタスクテストタスクテストタスク（（（（Testing tasksTesting tasksTesting tasksTesting tasks））））

11.11.11.11.テストテストテストテスト環境環境環境環境（（（（Environmental needsEnvironmental needsEnvironmental needsEnvironmental needs））））

12.責任範囲（Responsibilities）

13.人員配置とトレーニング（Staffing and training needs）

14.14.14.14.スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール（（（（ScheduleScheduleScheduleSchedule））））

15.15.15.15.リスクリスクリスクリスクとととと対策対策対策対策（（（（Risks and contingenciesRisks and contingenciesRisks and contingenciesRisks and contingencies））））

16.16.16.16.承認承認承認承認（（（（ApprovalsApprovalsApprovalsApprovals））））

文書に記載

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正
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(2/2)

ＩＥＥＥＩＥＥＥＩＥＥＥＩＥＥＥ８２９８２９８２９８２９ベースベースベースベースのののの
章立章立章立章立てててて

1.1.1.1.概要概要概要概要
2.参考文献
3.用語集
4.テストアイテム
5.5.5.5.テストテストテストテスト分析分析分析分析

（（（（テストテストテストテストするするするする機能機能機能機能、、、、 しないしないしないしない機能機能機能機能））））

6.6.6.6.アプローチアプローチアプローチアプローチ
7.7.7.7.テストテストテストテスト項目項目項目項目のののの合否合否合否合否

及及及及びびびび中止判断基準中止判断基準中止判断基準中止判断基準
8.テスト成果物
9.テストタスク
10.10.10.10.環境条件環境条件環境条件環境条件
11.スケジュール
12.12.12.12.リスクリスクリスクリスクとととと対策対策対策対策
13.承認

試験フェーズ
試験ドキュメント量

[頁/KL]

試験項目数

[項目/KL]

検出誤り率

[件/KL]
カバレッジ

単体テスト 5.55.55.55.5 80808080 2.52.52.52.5 C0/C1カバレッジ 100%100%100%100%

機能テスト 6.06.06.06.0 30303030 1.01.01.01.0 S0/S1カバレッジ 100%100%100%100%

システムテスト 4.54.54.54.5 20202020 0.50.50.50.5 ―

「単体テスト」
「機能テスト」
「システムテスト」

各テストフェーズでの実施内容を定義

品質要求・目標
を定義

「機能仕様項目」
「要求項目」

テストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリを
用いたテスト分析

バグバグバグバグ管理管理管理管理方法
メトリクスデータの獲得方法
構成管理構成管理構成管理構成管理方法

「テスト分析」 「「「「ゆもつよゆもつよゆもつよゆもつよメソッドメソッドメソッドメソッド」」」」を参考とした
テスト分析マトリクス検討 回帰試験方法回帰試験方法回帰試験方法回帰試験方法、、、、回帰試験適用項目回帰試験適用項目回帰試験適用項目回帰試験適用項目のののの検討検討検討検討

の規定

＋＋＋＋

テストテストテストテスト開始条件開始条件開始条件開始条件：：：：
テスト仕様書の完成、前工程テストの90%以上消化、
テストエキスパートテストエキスパートテストエキスパートテストエキスパートによるによるによるによる探索的探索的探索的探索的テストテストテストテストをパスすること。

テストテストテストテスト終了条件終了条件終了条件終了条件：：：：
•試験結果のエビデンス化完了
•重要度高の不具合無し
•C0、C1、C2カバレッジ目標達成
•リスクリスクリスクリスク「「「「大大大大」」」」とととと考考考考えられるえられるえられるえられる試験消化率試験消化率試験消化率試験消化率がががが100%100%100%100%以上以上以上以上
•リスク「中」の試験消化率95%以上
•リスク「小」の試験消化率が90%以上

テストテストテストテスト中止条件中止条件中止条件中止条件：：：：
バグ検出数のメトリクスを確認し、不具合検出率不具合検出率不具合検出率不具合検出率がががが
20202020％％％％を超えた場合

Ｈ／Ｗ：Ｈ／Ｗ：Ｈ／Ｗ：Ｈ／Ｗ：
温度計／気圧計等の測定治具

Ｓ／Ｗ：Ｓ／Ｗ：Ｓ／Ｗ：Ｓ／Ｗ：
自動測定自動測定自動測定自動測定／／／／制御制御制御制御ツールツールツールツール等

製品製品製品製品のののの機能機能機能機能／／／／性能性能性能性能／／／／不具合不具合不具合不具合にににに対対対対するするするするリスクリスクリスクリスク：：：：
人人人人のののの怪我怪我怪我怪我、、、、火傷火傷火傷火傷にかかわるようなにかかわるようなにかかわるようなにかかわるような機能機能機能機能＝＝＝＝リスクリスクリスクリスク大大大大
主要機能／性能項目＝リスク中
補助機能／保守用機能項目＝リスク小

プロセスプロセスプロセスプロセス管理上管理上管理上管理上ののののリスクリスクリスクリスク：：：：
指標値以上指標値以上指標値以上指標値以上のののの不具合検出率不具合検出率不具合検出率不具合検出率、、、、必須機能必須機能必須機能必須機能／／／／性能性能性能性能のののの未達未達未達未達、、、、etc.etc.etc.etc.＝＝＝＝リスクリスクリスクリスク大大大大
開発工程遅れ、テスト工数／コストの圧迫、etc.＝リスク中
試験用機能の不足、部品単位での品質不足、etc.＝リスク小

ゆもつよゆもつよゆもつよゆもつよメソッドメソッドメソッドメソッドを参考にテスト分析
マトリクスを作成 次頁参照）

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正
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テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

テスト分析～テスト設計への流れをPFDで紹介します。ゆもつよゆもつよゆもつよゆもつよメソッドメソッドメソッドメソッドを参考にしています。
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テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

テスト分析～テスト設計への流れをPFDで紹介します。ゆもつよゆもつよゆもつよゆもつよメソッドメソッドメソッドメソッドを参考にしています。

Point1．．．．
改訂した要求仕様書を

マトリクス行見出しにそのまま使用

Point2．．．．
テストカテゴリを抽出して

マトリクス列見出しへ

Point4．．．．
集約管理表での項目集約、

及び設計書への展開

Point3．．．．
テスト分析マトリクスに

よるテスト検討

Point5．．．．
テスト技法の検討
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Point1

２．１ 要求 pot-210 コンセントの抜き差しで、ポットを利用できない状態/利用できる状態にする。

コンセント 理由
特別なハードの部品なしに利用できない状態（「利用不可状態」）/利用できる状態
（「利用可能状態」）にしたい。

説明 2.1章～5章は、コンセントを差し込んでいるときの要求仕様である。
＜コンセントを挿す＞

□ pot-210-11

コンセントを差し込むと、設定値にはデフォルト値がセットされ、ポットが機能する状態
（「利用可能状態」）（アイドル）になる。
アイドルへの遷移時間は「3秒以内」であること。
【説明】各要求に対する仕様の＜デフォルト＞を参照。
　　　　3.3項参照

□ pot-220-12 インジケータセルに水量を表示（適正時／異常時）する。
＜コンセントを抜く＞

□ pot-210-12
コンセントを抜くと、ポットはふたの開け閉め以外は何も機能しなくなる。（「利用不可
状態」）

＜瞬停時＞

□ pot-210-13
瞬停／瞬断時は通常のコンセント抜き→差しとして扱い、コンセント差し後の状態遷
移に従う。

２．２ 要求 pot-220 アイドルの状態で、蓋を閉じたら、水位を確認し、条件に合えば沸騰行為をする。
蓋 理由 蓋を閉めるという行為で加熱(沸騰)の指示をしたい。

説明

沸騰行為の詳細は、3章の「温度制御行為」に記載する。
蓋センサがonになって3sec経過するのを待つ理由は、注水やポットの移動の直後
に、水面が波打っている状況が考えられるので、水面状態が安定する時間を想定し
たためである。

＜蓋「閉」を確認する＞

□ pot-220-11
蓋センサが3sec以上onとなったら、蓋が閉じられたと判断し、インジケータセルに水
量を表示（適正時／異常時）する。

＜水量適正時の処理＞

□ pot-220-21
蓋が閉じられ、水量が適正な場合、インジケータセルに水位を表示し、沸騰行為をす
る。
【説明】水量については、pot-280参照。

＜水量異常時の処理＞

□ pot-220-31
蓋が閉じられても、水量が異常な場合、インジケータセルに満水時／空の表示をする
が、状態はアイドルのままである。
【説明】水量については、pot-280を参照。

要求 のテスト

仕様 のテスト

USDMの仕様には、「要求」と「仕様」の項目が記載されています。
試験対象として、要求要求要求要求とととと仕様仕様仕様仕様のののの双方双方双方双方にににに対対対対してしてしてして試験試験試験試験すべきすべきすべきすべき、と考えました。要求仕様書

（（（（第第第第8888版版版版（（（（仮仮仮仮））））））））

改訂した第８版のUSDM仕様における、
「「「「要求項目要求項目要求項目要求項目」」」」とととと「「「「仕様項目仕様項目仕様項目仕様項目」」」」ををををそのままそのままそのままそのまま試験対象試験対象試験対象試験対象（（（（行見出行見出行見出行見出しししし））））としてとしてとしてとして
テストテストテストテスト分析分析分析分析マトリクスマトリクスマトリクスマトリクスによるによるによるによる検討検討検討検討をををを実施実施実施実施しますしますしますします。。。。
※テスト分析で紹介します。

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

テストカテゴリ一覧

仕様
一覧

テストカテゴリ一覧

要求
一覧
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Point2

・・・・仕様適合仕様適合仕様適合仕様適合 ：：：： 仕様を辿って確認できるテストケース（操作、データ処理、振る舞い等）
・同値分割同値分割同値分割同値分割、、、、ドメインドメインドメインドメイン分析分析分析分析：：：： 入出力値のテストケース確認、ドメイン分析によるロジック確認。
・状態状態状態状態,状態遷移状態遷移状態遷移状態遷移 ： 各機能における状態遷移の確認。
・性能性能性能性能 ：：：： 時間効率やリソース効率の確認。
・・・・ユーザビリティユーザビリティユーザビリティユーザビリティ、、、、保守保守保守保守：：：： ユーザにとっての使用性、保守性の確認。
・・・・準正常準正常準正常準正常、、、、意地悪意地悪意地悪意地悪ケースケースケースケース：：：： 異常値入力やボタン連打等の意地悪ケースを連想。

・・・・信頼性信頼性信頼性信頼性 ：：：： 連続動作、異常耐性、異常からの復旧の確認。
・競合操作競合操作競合操作競合操作 ：：：： 競合操作になる可能性の試験。ユースケースから操作を連想。
・実運用実運用実運用実運用シナリオシナリオシナリオシナリオ ：：：： 実使用ケースを想定したシナリオ試験。ユースケース単位で実施。
・準正常準正常準正常準正常、、、、意地悪意地悪意地悪意地悪ケースケースケースケース：：：： ユースケースから連想される準正常・意地悪ケースを連想。

過去の経験ベースにマインドマップで抽出しました。
ISO 9126品質特性を用いて抜けを確認しました。

対要求対要求対要求対要求

対仕様対仕様対仕様対仕様

テストタイプカテゴリ一覧

仕様一覧

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正
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テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

・いつも実施するテスト
・メンバーの悲しき過去の不具合

・仕様試験
・要求試験

それぞれにカテゴライズ

「単体機能」と「複数機能」を試験したいと考えました。
⇒対象を「仕様」と「要求」で考えることで対応。



仕様適合 同値分割、ドメイン分析 状態、状態遷移 性能 ユーザビリティ、保守 準正常、意地悪ケース 信頼性 競合操作 実使用シナリオ 準正常、意地悪ケース

操作、データ処理、振る舞
いなど、仕様を辿って確認
できる項目の試験を考え
る。

主に入出力値を同値分割、
境界値分析できる内容の
確認、ドメイン分析にてロ
ジックを確認できる部分の
試験を考える。
※今回は、仕様に従うのみ
でOK。

各機能における状態遷移
確認を行う。※今回は、仕
様に従うのみでOK。

時間効率（応答速度、ス
ループット）、リソース効率
（CPUやメモリ使用率）を確
認する。

使用性（ユーザビリティ：理
解性、操作性、魅力など）
保守性（不具合解析容易
性、テスト容易性）を確認す
る。

異常値入力ケースや異常
操作の準正常ケース、ボタ
ン連打や同時押し、ケーブ
ルを抜くなどの意地悪ケー
スを考える。

連続動作確認や、異常耐
性、異常からの復旧の確認
を考える。

複数機能が関係する競合
操作になる可能性を試験
する。ユースケースをベー
スに想像できる操作につい
て試験を行う。

実使用ケースを想定したシ
ナリオで試験確認を行う。
ユースケース単位で検討
する。

ユースケースから考えられ
る準正常や意地悪ケース
を考える。

機能性（functionality）

適切さ 〇 〇 〇 - - △ - △ 〇 △

正確性 △ 〇 - △ - - - - △ -

相互運用性 - - - - - △ △ 〇 △ △

セキュリティ - - - - - △ △ △ - △

信頼性（reliability）

成熟度 - - - - - △ ○ △ - △

フォールトレランス - - - - - △ ○ - - △

復元力 - - - - - △ ○ - - △

使用性(usability)

理解のしやすさ - - - - 〇 - - - - -

学習のしやすさ - - - - 〇 - - - - -

操作のしやすさ △ - - - 〇 - - - △ -

魅力 - - - - △ - - - - -

効率(efficiency)

時間挙動 - - - 〇 - - - - - -

資源の活用度 - - - 〇 - - - - - -

保守性(maintainability)

分析のしやすさ - - - - 〇 - - - - -

変更のしやすさ - - - - △ - - - - -

安定性 - - - - △ - - - - -

テストのしやすさ - - - - 〇 - - - - -

可搬性(portability)

順応性

インストールのしやす
さ共存力

置換製

-

データ互換性テス
ト、構成テスト、両

立性テスト

単体機能試験 複数機能試験

機能テスト、機能組
合せテスト、シナリ
オテスト、セキュリ

ティテスト

ロバストネステス
ト、各複製テスト、

信頼性テスト

ユーザビリティテス
ト

ロードテスト、ストレ
ステスト、拡張性テ

スト

複数機能対応、インストール系は機能一覧側への記載が良いと考えられます。
また、プラットフォームは固定であるため、構成テストは不要です。そのため、検討対象からは削除しました。

仕様適合 同値分割、ドメイン分析 状態、状態遷移 性能 ユーザビリティ、保守 準正常、意地悪ケース 信頼性 競合操作 実使用シナリオ 準正常、意地悪ケース

操作、データ処理、振る舞
いなど、仕様を辿って確認
できる項目の試験を考え
る。

主に入出力値を同値分割、
境界値分析できる内容の
確認、ドメイン分析にてロ
ジックを確認できる部分の
試験を考える。
※今回は、仕様に従うのみ
でOK。

各機能における状態遷移
確認を行う。※今回は、仕
様に従うのみでOK。

時間効率（応答速度、ス
ループット）、リソース効率
（CPUやメモリ使用率）を確
認する。

使用性（ユーザビリティ：理
解性、操作性、魅力など）
保守性（不具合解析容易
性、テスト容易性）を確認す
る。

異常値入力ケースや異常
操作の準正常ケース、ボタ
ン連打や同時押し、ケーブ
ルを抜くなどの意地悪ケー
スを考える。

連続動作確認や、異常耐
性、異常からの復旧の確認
を考える。

複数機能が関係する競合
操作になる可能性を試験
する。ユースケースをベー
スに想像できる操作につい
て試験を行う。

実使用ケースを想定したシ
ナリオで試験確認を行う。
ユースケース単位で検討
する。

ユースケースから考えられ
る準正常や意地悪ケース
を考える。

機能性（functionality）

適切さ 〇 〇 〇 - - △ - △ 〇 △

正確性 △ 〇 - △ - - - - △ -

相互運用性 - - - - - △ △ 〇 △ △

セキュリティ - - - - - △ △ △ - △

信頼性（reliability）

成熟度 - - - - - △ ○ △ - △

フォールトレランス - - - - - △ ○ - - △

復元力 - - - - - △ ○ - - △

使用性(usability)

理解のしやすさ - - - - 〇 - - - - -

学習のしやすさ - - - - 〇 - - - - -

操作のしやすさ △ - - - 〇 - - - △ -

魅力 - - - - △ - - - - -

効率(efficiency)

時間挙動 - - - 〇 - - - - - -

資源の活用度 - - - 〇 - - - - - -

保守性(maintainability)

分析のしやすさ - - - - 〇 - - - - -

変更のしやすさ - - - - △ - - - - -

安定性 - - - - △ - - - - -

テストのしやすさ - - - - 〇 - - - - -

可搬性(portability)

順応性

インストールのしやす
さ共存力

置換製

-

データ互換性テス
ト、構成テスト、両

立性テスト

単体機能試験 複数機能試験

機能テスト、機能組
合せテスト、シナリ
オテスト、セキュリ

ティテスト

ロバストネステス
ト、各複製テスト、

信頼性テスト

ユーザビリティテス
ト

ロードテスト、ストレ
ステスト、拡張性テ

スト

複数機能対応、インストール系は機能一覧側への記載が良いと考えられます。
また、プラットフォームは固定であるため、構成テストは不要です。そのため、検討対象からは削除しました。
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ISO9126

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

抽出したテストカテゴリに観点抜けが無いかホシトリ表形式で確認。

ISO9126

テストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリ
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Point3

単体機能試験
仕様適合 同値分割、ドメイン分析 状態、状態遷移 性能 ユーザビリティ、保守 準正常、意地悪ケース

操作、データ処理、振る
舞いなど、仕様を辿っ
て確認できる項目の試
験を考える。

主に入出力値を同値分
割、境界値分析できる
内容の確認、ドメイン分
析にてロジックを確認で
きる部分の試験を考え
る。
※今回は、仕様に従う

各機能における状態遷
移確認を行う。※今回
は、仕様に従うのみで
OK。

時間効率（応答速度、
スループット）、リソース
効率（CPUやメモリ使用
率）を確認する。

使用性（ユーザビリ
ティ：理解性、操作性、
魅力など）
保守性（不具合解析容
易性、テスト容易性）を
確認する。

異常値入力ケースや異
常操作の準正常ケー
ス、ボタン連打や同時
押し、ケーブルを抜くな
どの意地悪ケースを考
える。

3.1 沸騰行為 要求 pot-310 水を沸騰させる
＜温度制御行為の表示＞

□ pot-310-11 沸騰ランプを点灯し、保温ランプを消灯する。
沸騰ランプを点灯する
保温ランプを消灯する

- -
状態遷移からの点灯、
消灯時間を1秒以内と

ランプの点灯が判別で
きること

-

□ pot-310-12
操作パネルの温度/モード表示窓に、サーミスタの温度（℃）を四捨五入して整
数で表示する。

【機能試験確認】
保温時の温度を表示す
ること。

【機能試験確認】
表示温度範囲
-99℃～199℃

【システム試験確認】
試験における確認範囲
-10℃～120℃（境界値
分析）
四捨五入確認（境界値
分析）

-

実際の内部温度に追
従して温度を表示して
いること。
温度変化時の収束時
間は3秒以内であるこ
と。

数字の確認が出来るこ
と。
【機能試験確認】
各桁における0～9の数
字の確認を行う。

範囲外の温度の液体
が入力されたときの動
作：100℃を超える油、
100℃前に沸点に達す
るアルコール

＜温度制御方式＞

□ pot-310-21
目標温度ON/OFF方式でヒータを制御して沸騰させる。
【説明】4章の「温度制御方式」を参照。

【システム試験確認】
100℃まで温度上昇が
続いていること。また、
100℃にてヒータ制御が
停止していること。

【機能試験確認】
沸騰（100℃）まで、目
標温度ON/OFF制御が
実施されていること。
※温度制御の分解能を
想定した入力での試験
を実施すること。

- pot-310-41にて確認
沸騰中の温度表示が
正しく行われているこ
と。

100℃付近で水を注入
することで沸騰直前か
ら温度を下げる。

＜沸騰行為の停止＞

□ pot-310-31

以下のいずれかの状態となった時、沸騰行為を止める。
【エラー状態に遷移】
・エラーを検知した時（5章の「エラー検知」を参照）
【アイドル状態に遷移】
・蓋センサoff
・全ての水位センサがoff

同値分割、状態遷移の
項目にて確認

エラー検知のドメイン分
析に従ってケース確認
を実施すること。

状態遷移表（pot310-
Test01のケース）に
従って試験を実施する
こと

異常検知時に1秒以内
にエラー状態に遷移す
ること。

エラーコードの表示が
行われていること。
【機能試験確認】
エラーのログが残され
ていること。

瞬間的なOFF⇒ONを実
施した時の状態の判
定。
水位センサギリギリの
水量にて、センサ
ON/OFFの切替を実施

＜沸騰行為における要求性能＞

□ pot-310-41
水を湯にするまで（沸騰開始後、カルキ抜きを実施開始するまで）の時間は、
15℃の水を第4水位センサがONになるまで満たしている状態で5分以内である
こと。

満水の状況で、沸騰ま
での時間をが5分以内
であること。

- -
満水の状況で、沸騰ま
での時間をが5分以内
であること。

- -

要求 pot-311 カルキ抜きをする。

□ pot-311-11
サーミスタが100℃になったら、さらに3分間、ヒータで加熱を続ける（ヒータをon
し続ける）。

カルキ抜き処理に入っ
たタイミングで、3分間
のヒータ加熱が実施さ
れること。

-

状態遷移表（pot310-
Test01のケース）に
従って試験を実施する
こと

- -
カルキ抜き中に100℃
以下になった場合の
ケース。

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

各テストカテゴリに対応したテスト項目を埋める
※セルの中身として出てきたもの
－ テストケースを記載
－連想により試験手順、運用シナリオを記載

テストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリ

テストテストテストテスト対象対象対象対象



仕様仕様仕様仕様：：：：テストテストテストテスト分析分析分析分析マトリクスマトリクスマトリクスマトリクス

マトリクスにおける「仕様適合」
「同値分割／ドメイン分析」では、

テストケースをセルに抽出

Amagasaki Test  Club

～～～～JaSST’11 JaSST’11 JaSST’11 JaSST’11 東海東海東海東海 テストテストテストテスト設計設計設計設計コンテストコンテストコンテストコンテスト～～～～

要求要求要求要求：：：：テストテストテストテスト分析分析分析分析マトリクスマトリクスマトリクスマトリクス

マトリクスにおける「運用シナリオ」
では、要求から連想されるテスト用

のシナリオをセルに抽出

各テストカテゴリに対応したテスト項目を埋める
※セルの中身として出てきたもの
－ テストケースを記載
－連想により試験手順、運用シナリオを記載

Point3

※テストカテゴリによって
抽出される項目に
特徴がありました。

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正
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Point4

テストテストテストテスト設計書設計書設計書設計書

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

テストテストテストテスト分析分析分析分析
マトリクスマトリクスマトリクスマトリクス

集約集約集約集約

管理表管理表管理表管理表

仕様 仕様ID 仕様適合 状態遷移

2.8 水位メータ pot-280-21 項目A 項目B

・・・ ・・・・
・
・

・
・
・

・・・

仕様/仕様ID 仕様技法 テスト設計書ID

2.8 水位メータ

pot-280-21

項目A 同値分割
pot-280-21-Test01

項目B 状態遷移

pot-280-22

・・・

・・・

試験項目名 試験概要 合否判定基準 ：テスト構成/テスト環境 参考手順 使用技法ケース：入力/出力 備考
2.8 水位メータ

pot280 全体
pot280-Test01 正常 水位メータ

状態遷移テ
スト

水位メータのインジケータ表示の各状態遷移
を確認する。状態を遷移させるために、注水・
給湯を実施する。

満水、空、故障、n水位の各インジ
ケータ表示が、状態遷移表に従っ
て状態遷移すること。

実機構成を使用す
る。

各状態に遷移す
るよう、注水・給
湯を実施する。

状態遷移表 テストケース
仕様書XXを

参考

前提条件：XX
の試験が完了
していること

pot280-11 水量異常の判断の詳細は、8.3 水位判定を参照とすること。

pot-280-21　水量が異常でなければ、onになっている第nセンサに対応したインジケータセルのランプを点灯して、水位を表示する。
pot-280-21-Test01 正常 正常水位表

示確認
満水状態でなく、また、空状態でない場合に、
水位が正常と判断し、正常な水位をセルラン
プに表示できることを確認する。確認は、第
1,2,3,4水位で行う。

正常水位（第n水位）が、インジケー
タセルランプに表示することを確認
する。

実機構成を使用す
る。

第1,2,3,4水位を表
示するよう、注
水・給湯を実施す
る。

ドメイン分析
境界値分析

試験対象機能/試験ID

テスト分析マトリクスで発散させ
たテスト検討を、テスト設計書で
は集約させます。

この際、「「「「集約管理表集約管理表集約管理表集約管理表」」」」を用いて
検討を行うことで、検討しやすく、
トレーサビリティを取ることが
出来るようにしました。

②テスト設計書の項目へ展開

①集約集約集約集約可能な複数の
試験項目をまとめる
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Point5

テストテストテストテスト設計書設計書設計書設計書

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

ゆもつよゆもつよゆもつよゆもつよ
マトリクスマトリクスマトリクスマトリクス

集約表集約表集約表集約表

機能 仕様ID 仕様適合 状態遷移

2.8 水位メータ pot-280-21 項目A 項目B

・・・ ・・・・
・
・

・
・
・

・・・

機能/機能ID 仕様技法 テスト設計書ID

2.8 水位メータ

pot-280-21

項目A 同値分割
pot-280-21-Test01

項目B 状態遷移

pot-280-22

・・・

・・・

試験項目名 試験概要 合否判定基準 ：テスト構成/テスト環境 参考手順 使用技法ケース：入力/出力 備考
2.8 水位メータ

pot280 全体
pot280-Test01 正常 水位メータ

状態遷移テ
スト

水位メータのインジケータ表示の各状態遷移
を確認する。状態を遷移させるために、注水・
給湯を実施する。

満水、空、故障、n水位の各インジ
ケータ表示が、状態遷移表に従っ
て状態遷移すること。

実機構成を使用す
る。

各状態に遷移す
るよう、注水・給
湯を実施する。

状態遷移表 テストケース
仕様書XXを

参考

前提条件：XX
の試験が完了
していること

pot280-11 水量異常の判断の詳細は、8.3 水位判定を参照とすること。

pot-280-21　水量が異常でなければ、onになっている第nセンサに対応したインジケータセルのランプを点灯して、水位を表示する。
pot-280-21-Test01 正常 正常水位表

示確認
満水状態でなく、また、空状態でない場合に、
水位が正常と判断し、正常な水位をセルラン
プに表示できることを確認する。確認は、第
1,2,3,4水位で行う。

正常水位（第n水位）が、インジケー
タセルランプに表示することを確認
する。

実機構成を使用す
る。

第1,2,3,4水位を表
示するよう、注
水・給湯を実施す
る。

ドメイン分析
境界値分析

試験対象機能/試験ID

ゆもつよマトリクスで発散させた
テスト検討を、テスト設計書では
集約させます。

この際、「「「「集約表集約表集約表集約表」」」」を用いた検討
を行うことで、検討しやすく、
トレーサビリティを取ることが
出来るようにしました。

②テスト設計書の項目へ展開

①複数の試験項目を
まとめる⇒集約集約集約集約へへへへ

・・・

・・・

使用するテスト技法検討結果に従い、技法を用いたテストケース検討を
実施しました。

状態遷移表状態遷移表状態遷移表状態遷移表 ドメインドメインドメインドメイン分析分析分析分析（（（（原因結果原因結果原因結果原因結果グラフグラフグラフグラフ））））

イベント

1水位分
の水量
が減少

2水位分
の水量が
減少

3水位分
の水量が
減少

4水位分
の水量が
減少

1水位分
の水量が
増加

2水位分
の水量が
増加

3水位分
の水量が
増加

4水位分
の水量が
増加

状態

E0 E1 E2 E3 E4 E5 E6 E7

満水 S5 →S4 →S3 →S2 →S1 N/A N/A N/A N/A
第4水位 S4 →S3 →S2 →S1 →S0 →S5 N/A N/A N/A
第3水位 S3 →S2 →S1 →S0 N/A →S4 →S5 N/A N/A
第2水位 S2 →S1 →S0 N/A N/A →S3 →S4 →S5 N/A
第1水位 S1 →S0 N/A N/A N/A →S2 →S3 →S4 →S5
空 S0 N/A N/A N/A N/A →S1 →S2 →S3 →S4
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テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析＆＆＆＆修正修正修正修正

テストテストテストテスト分析分析分析分析 テストテストテストテスト設計設計設計設計
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ID

メリットは以下と考えました。

①①①① 改訂改訂改訂改訂したしたしたしたUSDMををををテストテストテストテスト対象対象対象対象としたとしたとしたとした流流流流れにてれにてれにてれにて、、、、IDをををを用用用用いたいたいたいたトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティがががが取取取取りやすいりやすいりやすいりやすい
② USDMの仕様の改修が入った場合に、差分差分差分差分をそのままをそのままをそのままをそのままテストテストテストテスト側側側側にもにもにもにも反映反映反映反映できるできるできるできる保守性保守性保守性保守性がある

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

機能 仕様ID 仕様適合 状態遷移

2.8 水位メータ pot-280-21 項目A 項目B・・・

機能/機能ID 仕様技法 テスト設計書ID

2.8 水位メータ

pot-280-21

項目A 同値分割
pot-280-21-Test01

項目B 状態遷移

pot-280-22

・・・

・・・

試験項目名 試験概要 合否判定基準 ：テスト構成/テスト環境 参考手順 使用技法ケース：入力/出力 備考
2.8 水位メータ

pot280 全体
pot280-Test01 正常 水位メータ

状態遷移テ
スト

水位メータのインジケータ表示の各状態遷移
を確認する。状態を遷移させるために、注水・
給湯を実施する。

満水、空、故障、n水位の各インジ
ケータ表示が、状態遷移表に従っ
て状態遷移すること。

実機構成を使用す
る。

各状態に遷移す
るよう、注水・給
湯を実施する。

状態遷移表 テストケース
仕様書XXを

参考

前提条件：XX
の試験が完了
していること

pot280-11 水量異常の判断の詳細は、8.3 水位判定を参照とすること。

pot-280-21　水量が異常でなければ、onになっている第nセンサに対応したインジケータセルのランプを点灯して、水位を表示する。
pot-280-21-Test01 正常 正常水位表

示確認
満水状態でなく、また、空状態でない場合に、
水位が正常と判断し、正常な水位をセルラン
プに表示できることを確認する。確認は、第
1,2,3,4水位で行う。

正常水位（第n水位）が、インジケー
タセルランプに表示することを確認
する。

実機構成を使用す
る。

第1,2,3,4水位を表
示するよう、注
水・給湯を実施す
る。

ドメイン分析
境界値分析

試験対象機能/試験ID

・・・

①テスト分析マトリクスでは、
USDMのののの仕様仕様仕様仕様ID単位単位単位単位ででででテストテストテストテスト
検討検討検討検討を行います。 テストテストテストテスト分析分析分析分析

マトリクスマトリクスマトリクスマトリクス

集約管理表集約管理表集約管理表集約管理表

②集約管理表において、
USDMのののの「「「「仕様仕様仕様仕様ID＋＋＋＋TestID」」」」でででで
試験試験試験試験IDをををを割割割割りりりり振振振振りますりますりますります。。。。

③テスト設計書に現れるIDは、
USDMのののの仕様仕様仕様仕様からからからから辿辿辿辿ることがることがることがることが
出来出来出来出来るるるる内容に成ります。
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メリットは以下と考えました。

① 改訂したUSDMをテスト対象とした流れにて、IDを用いたトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティトレーサビリティがががが取取取取りやすいりやすいりやすいりやすい
②②②② USDMのののの仕様仕様仕様仕様のののの改修改修改修改修がががが入入入入ったったったった場合場合場合場合にににに、、、、差分差分差分差分をそのままをそのままをそのままをそのままテストテストテストテスト側側側側にもにもにもにも反映反映反映反映できるできるできるできる保守性保守性保守性保守性があるがあるがあるがある

要求仕様書追加改訂
（第8版（仮））

２．１ 要求 pot-210 コンセントの抜き差しで、ポットを利用できない状態/利用できる状態にする。

コンセント 理由
特別なハードの部品なしに利用できない状態（「利用不可状態」）/利用できる状態
（「利用可能状態」）にしたい。

説明 2.1章～5章は、コンセントを差し込んでいるときの要求仕様である。
＜コンセントを挿す＞

□ pot-210-11

コンセントを差し込むと、設定値にはデフォルト値がセットされ、ポットが機能する状態
（「利用可能状態」）（アイドル）になる。
アイドルへの遷移時間は「3秒以内」であること。
【説明】各要求に対する仕様の＜デフォルト＞を参照。
　　　　3.3項参照

□ pot-220-12 インジケータセルに水量を表示（適正時／異常時）する。
＜コンセントを抜く＞

□ pot-210-12
コンセントを抜くと、ポットはふたの開け閉め以外は何も機能しなくなる。（「利用不可
状態」）

＜瞬停時＞

□ pot-210-13
瞬停／瞬断時は通常のコンセント抜き→差しとして扱い、コンセント差し後の状態遷
移に従う。

２．２ 要求 pot-220 アイドルの状態で、蓋を閉じたら、水位を確認し、条件に合えば沸騰行為をする。
蓋 理由 蓋を閉めるという行為で加熱(沸騰)の指示をしたい。

説明

沸騰行為の詳細は、3章の「温度制御行為」に記載する。
蓋センサがonになって3sec経過するのを待つ理由は、注水やポットの移動の直後
に、水面が波打っている状況が考えられるので、水面状態が安定する時間を想定し
たためである。

＜蓋「閉」を確認する＞

□ pot-220-11
蓋センサが3sec以上onとなったら、蓋が閉じられたと判断し、インジケータセルに水
量を表示（適正時／異常時）する。

＜水量適正時の処理＞

□ pot-220-21
蓋が閉じられ、水量が適正な場合、インジケータセルに水位を表示し、沸騰行為をす
る。
【説明】水量については、pot-280参照。

＜水量異常時の処理＞

□ pot-220-31
蓋が閉じられても、水量が異常な場合、インジケータセルに満水時／空の表示をする
が、状態はアイドルのままである。
【説明】水量については、pot-280を参照。

①仕様が追加された場合を考える。

試験項目名 試験概要 合否判定基準 アプローチ：テスト構成/テスト環境/事前手順 参考手順 使用技法 ケース：入力/出力 備考
2.3 沸騰ボタン

pot-230全体
pot-230-Test01 正常 沸騰ボタン状

態遷移テスト
沸騰ボタン押下
に伴う、状態遷

状態遷移表に
従って状態遷移

実機構成を使用する。 状態遷移表 テストケース仕様書XXを
参考

pot-230-11 保温行為中で給湯中でなければ、沸騰ボタンが押されるとブザーを鳴らした後、保温行為を中止し、沸騰行為に遷移する。
pot-230-11-Test01 正常 沸騰ボタンに

よる沸騰行為
沸騰ボタン有効
状態における、

ブザー鳴動後、
5sec以内に沸騰

実機構成を使用する。
保温行為中、かつ給湯中でないこと。

ドメイン分析 テストケース仕様書XXを
参考

pot-230-11-Test02 準正常 意地悪テスト
1

ブザーの鳴動
を確認した後

沸騰行為終了
後、再度ブザー

実機構成を使用する。
保温行為中、かつ給湯中でないこと。

無し

pot-230-11-Test03 準正常 意地悪テスト
2

沸騰行為中に
沸騰ボタンを押

沸騰ボタンを押
下しても反応し

実機構成を使用する。
沸騰行為中であること。

無し

pot-230-21 保温行為中で給湯中の場合、沸騰ボタンを押しても、ブザーは鳴らさず、沸騰行為にも遷移しないで、保温行為のままとする。
pot-230-21-Test01 正常 沸騰ボタン無

効確認テスト
沸騰ボタン無効
状態における、

沸騰行為状態へ
遷移しないこと。

実機構成を使用する。
保温行為中、かつ給湯中であること。

無し

試験対象機能/試験ID

テスト分析マトリクス

②追加した個所を検討

テスト設計書③項目を追加することで対処

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正
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Step≔ ˁಮЎௌ≊̲ദ

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

工夫したポイント 成果

３３３３色色色色ボールペンボールペンボールペンボールペン法法法法のののの適用適用適用適用 不明確不明確不明確不明確なななな仕様仕様仕様仕様をををを

明確化明確化明確化明確化できたできたできたできた！！！！！！！！

スープカレースープカレースープカレースープカレー風検討風検討風検討風検討のののの適用適用適用適用

テストテストテストテスト技法技法技法技法（（（（状態遷移図状態遷移図状態遷移図状態遷移図、、、、
境界値分析境界値分析境界値分析境界値分析、、、、ドメインドメインドメインドメイン分析分析分析分析））））
をををを用用用用いたいたいたいた設計見直設計見直設計見直設計見直しししし

試験試験試験試験をやりやすいをやりやすいをやりやすいをやりやすい

仕様書仕様書仕様書仕様書がががが完成完成完成完成したしたしたした！！！！！！！！
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Step≕ ⇬⇟⇮ᚘဒ ⇒ ⇬⇟⇮Ўௌ ⇒ ⇬⇟⇮ᚨᚘ

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

工夫したポイント 成果

IEEE829ベースベースベースベースのののの

テストテストテストテスト計画書計画書計画書計画書のののの作成作成作成作成

ゆもつよゆもつよゆもつよゆもつよメソッドメソッドメソッドメソッドをををを参考参考参考参考にににに

テストテストテストテスト分析分析分析分析マトリクスマトリクスマトリクスマトリクスのののの作成作成作成作成

テストテストテストテスト全体全体全体全体のののの見見見見えるえるえるえる化化化化がががが

できたできたできたできた！！！！！！！！

設計設計設計設計からからからからテストテストテストテストへのへのへのへのトレーサビトレーサビトレーサビトレーサビ
リティリティリティリティをををを取取取取ることがることがることがることが出来出来出来出来たたたた！！！！！！！！

改修改修改修改修、、、、派生開発時派生開発時派生開発時派生開発時ののののテストテストテストテストをををを

含含含含めためためためた保守性保守性保守性保守性がががが向上向上向上向上したしたしたした！！！！！！！！

テストテストテストテスト観点観点観点観点のののの集約集約集約集約

⇒⇒⇒⇒テストケーステストケーステストケーステストケースのののの抽出抽出抽出抽出

網羅的網羅的網羅的網羅的かつかつかつかつ効率的効率的効率的効率的なななな

テストケーステストケーステストケーステストケースがががが洗洗洗洗いいいい出出出出せるようせるようせるようせるよう
になったになったになったになった！！！！！！！！
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■■■■反省点反省点反省点反省点

・・・・テストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリのののの根拠根拠根拠根拠とととと検討検討検討検討がががが不十分不十分不十分不十分。。。。。。。。。。。。

・・・・設計者設計者設計者設計者によりによりによりにより、、、、テストテストテストテスト項目項目項目項目のののの粒度粒度粒度粒度にばらつきがあるにばらつきがあるにばらつきがあるにばらつきがある。。。。。。。。。。。。

・・・・複数機能複数機能複数機能複数機能がががが絡絡絡絡むむむむ競合競合競合競合テストテストテストテストのののの設計設計設計設計がががが甘甘甘甘いいいい。。。。。。。。。。。。

・・・・センサセンサセンサセンサ等等等等、、、、H/WH/WH/WH/W関連関連関連関連のののの検討検討検討検討がががが甘甘甘甘いいいい。。。。。。。。。。。。

■■■■改善事項改善事項改善事項改善事項

・・・・テストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリテストカテゴリのののの分類分類分類分類をををを再検討再検討再検討再検討するするするする！！！！

・・・・複数機能複数機能複数機能複数機能がががが絡絡絡絡むむむむ競合系競合系競合系競合系ののののテストテストテストテストもももも頑張頑張頑張頑張るるるる！！！！

・・・・各種各種各種各種ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント作成作成作成作成のののの自動化自動化自動化自動化をををを検討検討検討検討してみるしてみるしてみるしてみる！！！！

テストテストテストテスト
計画計画計画計画

テストテストテストテスト
設計設計設計設計

テストテストテストテスト
分析分析分析分析

仕様分析仕様分析仕様分析仕様分析
＆＆＆＆修正修正修正修正

「「「「気気気気づきづきづきづき」」」」をををを今後今後今後今後のののの改善改善改善改善へへへへ！！！！
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記載内容記載内容記載内容記載内容のののの引用元引用元引用元引用元をををを以下以下以下以下にまとめておきますにまとめておきますにまとめておきますにまとめておきます。。。。

三色三色三色三色ボールペンボールペンボールペンボールペン法法法法
書籍：ソフトウェアテストPRESS Vol.2（技術評論社）
Web：たまゆら雑記 三色ボールペンで読む仕様書（１） http://d.hatena.ne.jp/mkoszk/20110218/p1

スープカレースープカレースープカレースープカレー方式方式方式方式
Web：JaSST’10東京『スープカレー方式』による システムテスト分析と設計 http://jasst.jp/archives/jasst10e/pdf/A5-1.pdf

Web：JaSST'11北海道「実食！スープカレー！！～スープカレー表を使った画面の大規模改修事例～」
http://jasst.jp/archives/jasst11s/pdf/S2-1.pdf

USDM(Unified Specification Design )
書籍：要求を仕様化する技術・表現する技術（清水 吉男氏 技術評論社）
Web：JaSST’07東京 テストの質を上げるための要求仕様書 http://jasst.jp/archives/jasst07e/pdf/B5-1.pdf

PFD(Process Flow Diagram)
Web：PFD（Process Flow Diagram）の書き方 http://homepage3.nifty.com/koha_hp/process/PFDform3.pdf

ゆもつよゆもつよゆもつよゆもつよメソッドメソッドメソッドメソッド
書籍：ソフトウェアテストPRESS Vol.10（技術評論社）
※ソフトウェアテストPRESS は「総集編」にてVol1～10の資料が全て含まれており非常にお得です。
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記載内容記載内容記載内容記載内容のののの引用元引用元引用元引用元をををを以下以下以下以下にまとめておきますにまとめておきますにまとめておきますにまとめておきます。。。。

テストテストテストテスト技法技法技法技法
書籍：ソフトウェアテスト技法ドリル―テスト設計の考え方と実際（秋山 浩一氏 日科技連出版社）

原因結果原因結果原因結果原因結果グラフグラフグラフグラフ
Web：CEGTest - 原因結果グラフからテスト条件を作成するツール http://softest.cocolog-nifty.com/labo/CEGTest/

Web：ソフトウェアテストの勉強室 - 原因結果グラフによるテスト設計支援ツール - CEGTest

http://softest.cocolog-nifty.com/blog/cegtest.html

ISO9126
Web：オブジェクトの広場 機能外要求とISO9126

http://www.ogis-ri.co.jp/otc/hiroba/technical/JavaPress_ISO9126/index.html

IEEE829
書籍：知識ゼロから学ぶ ソフトウェアテスト（高橋 寿一氏 翔泳社）
書籍：現場の仕事がバリバリ進む ソフトウェアテスト手法（高橋 寿一氏、湯本 剛氏 技術評論社）


